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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ジ
ノ
を
含
む
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
の
た
め
の
基
本
方
針
案
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
①
及
び
②
並
び
に
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ど
の
よ
う
に
勘
案
し
た
の
か
」
及
び
「
急
い
で
国
民
の
意
見
募
集
を
締
め
切
っ
た
理
由
」
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
の
案
（
以
下
「
基
本
方
針
案
」
と
い
う
。
）
に
係
る
行
政
手
続
法
（
平
成

五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
意
見
提
出
期
間
は
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
命

令
等
制
定
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
に
お
い
て
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
と
の
観
点

を
踏
ま
え
、
三
十
日
間
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
関
係
行
政
機
関
の
長
へ
の
協
議
は
、
今
後
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方

針
の
策
定
に
先
立
ち
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
設
置
後
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
法
定
手
続
に
反
し
て
い
る
」
と
の
御

指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
が
同
条
第
五
項
又
は
法
第

九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
立
地
市
町
村
等
の
同
意
を
得
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
立
地
市
町
村
等
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
条
例
で
当
該
同
意
を
議
会
の
議
決
す
べ
き
も
の
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
第
六
条
第
五
項
後
段

並
び
に
第
九
条
第
六
項
後
段
及
び
第
九
項
後
段
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
基
本
方

針
で
よ
り
明
確
に
記
述
す
べ
き
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
の
①
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
整
備
計
画
（
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
区
域
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
の
審
査
（
以
下
「
認
定
審
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に

当
た
り
、
認
定
審
査
を
公
平
か
つ
公
正
に
行
い
、
優
れ
た
区
域
整
備
計
画
を
認
定
す
る
観
点
か
ら
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
法
律
上
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
の
②
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
会
議
を
公
開
し
た
場
合
に
は
率
直
な
意
見
の
交
換
及
び
意
思
決
定
の
中
立
性
を
確



 

３ 

 

保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
議
は
非
公
開
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
審
査

委
員
会
の
検
討
結
果
及
び
評
価
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
認
定
審
査
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
区
域
整
備
計
画
の
認

定
後
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五
の
③
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
例
え
ば
」
の
事
例
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
方
針
案
」
と
し
て
確
定
し
た
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
当
時
の
石
井
国
土
交
通
大
臣
の
答
弁
は
、
認
定
審
査
を
公
平
か
つ
公
正
に
行
う
た

め
の
方
法
と
し
て
、
第
三
者
に
よ
る
審
査
委
員
会
の
設
置
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
等
」
と
し
て
具
体
的
に

想
定
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
御
指
摘
の
審
査
委
員
会
の
設
置
は
、
そ
の
後
の
検
討
の
結
果
、
基
本
方
針
案

に
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
は
、
「
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
で
あ
り
、

御
指
摘
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
、
又
は
よ
り
詳
細
な
記
述
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


